室内環境学会会長選立候補にあたって

小野雅司（国立環境研究所）

室内環境学会が、東京港区白金の国立公衆衛生院（当時）で室内環境研究会として産声をあげてから14年が経ちました。この間着実な発展を遂げ、会員数も、手放しで喜べるほどではありませんが、約500名の正会員に加えて学生会員、そして多数の法人会員の参加を得て活発な活動を行っています。これも、歴代会長を始め役員、運営委員、そして会員諸氏の努力によるものと敬意を表します。
このたび、室内環境学会会長に立候補することになりました。立候補にあたり、学会の今後のあり方について若干の抱負を述べさせていただきます。
1． 室内環境学会の運営体制
前期までの役員会及び運営委員会が共同しての運営から、今期に入り会長、副会長を中心とする役員会主体の運営へと変わりつつあります。限られた回数（平成18年度は3回開催）、そして必ずしも出席率の高くない運営委員会で重要事項を検討し決定することのマイナス面を解消し、より責任のある限られたメンバー（役員会）での即応性の高い（平成19年度は7回開催）決定システムを選択したものと考えます。それぞれ一長一短はあると思いますが、最終的には学会・学会員にとってどのような体制が最もメリットがあり、発展していけるのかを考え、学会の最高決定機関である総会を中心に、役員会、運営委員会、事務局が連携して運営していくことが重要と考えます。学会員の期待に応えられる、かつ開かれた運営を行って行きたいと考えています。
２．学会活動
学会活動は、大きく分けて、学会誌・年会を通じた研究成果の発信、各種委員会・分科会活動、支部活動となります。
学会誌に関しては、編集委員会（川上委員長）の奮闘の甲斐あって昨年度より年２回（６月、１２月）の定期発行となっております。質の高い学術誌としてより一層の充実をはかることが、会員増加にもつながると考えます。また年会も最近では発表件数が１００件を超えるようになり、複数会場での並行発表などプログラム編成に頭を悩ますようになっています。ただ、個人的には発表演題が比較的少数の分野に偏っているような印象を受けます。これは、会員構成が最大の原因と思われます。学会のより一層の発展のためには、特異分野を伸ばしていくだけでなく、本学会が手掛けていない分野の研究者の参画にも力を注ぐ必要があると考えます。
次に、各種委員会・分科会についてですが、設備機器分科会（＋標準化委員会微生物WG、等）のように、精力的な活動を通じて空気清浄機試験法の学会標準作成という目に見える成果をあげた組織もありますが、一方で、必ずしも十分な成果の上がっていない組織もあるように感じます。それらについては見直し等を含めて活性化をはかっていきたいと思います。支部活動については年次総会の開催を契機に九州支部と東北支部がスタートしたところです。両支部の今後の発展を見守って行くと同時に他地区からの積極的な支部設立の動きを期待したいと思います。社会連携活動として、他学会との協賛（2004年度総会の日本環境管理学会との共催）や国際連携（2005年度総会からの韓国、台湾との研究交流）、講演会の開催など、これまで以上に進めていく必要があると考えています。
学会長の責務は非常に重いものですが、本学会事務局長の経験を生かし、またベテランから若手まで、皆様方の協力を得ながら何とか職責を果たさせて頂きたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

